








「依すぎざんの司王jの一昔［I図4El常生活で「撞説記」という江戸時代のm物には，13)

後の数

の求め方を紹介した「依すぎさんの司王」の一部である。

学さんは，依すぎざんに興味をもち，（去の数の求め方を，

次のようにまとめた。

役立つ様々な言1ti.が紹介されている。図4は，

〔学さんがまとめたこと〕

図5依はl段上がるごとに依すきが さんでは，
一帯iニの｛占の数
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翁電器縁者5 曜，
惨殺務怨母島電器

11m1ずつ減らして秘まれている。

一番下の依の数が例えば，図5のように，

-'ffi 1ニの依の数が3倒のとき，依の数6 j開，
一千昨Fの｛ょの数
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しかし，

！司じものを

を数えると全部で 18 炉！とわかる。

隠6のように，数えなくても，

i主｜｛可きに組み合わせると，会苦11の依の数は

(1列の依の数） X （段の数）÷2 1列の｛長の数
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6 十 3 = 9 で

で求めることができる。

I列のf＆の数は，

9 ii聞となる。

次に，段の数は，

まず

一 容ヒの図 7 のように，

依の数が111出になるまで積み上げたと考える

上の2段をひいて，6-2=4で4段となる。

だから，iふえ与え＝ 18 となり，全部の依の数は 18 f聞となる。

この考え方を使うと，

と6段となり，

一審下の依の数と一番上の依の数がわかれば，会部の依の数を言it1：で

求めることができる。

一番上の後の数が 4i岡 lこ

なるように積むとき，全部の依の数を求めるための式を，学さんがまとめたことの下線部の式の形

で立トきなさい。

1 段上がるごとに 1 倒ずつ減らして積み，一番下の依の数が8 j悶で，①

一番上の依の数が 4 仰になるように1 段上がるごとに 1 佃ずつ減らして秘み，60 f聞の俵を，② 
一審下の依の数は何｛聞か。方程式をつくり，求めなさい。ただし，用いる文字が何をli1むとき，

表すかを最初に示し， 方程式と答えを求めるまでの過程を:;lfくこと。
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　奈良女子大学学術情報センター画像提供）














